
ＡＳＣＯＪＡ総会における鈴木副大臣ビデオメッセージ（和文） 

 

シンガポールのみなさん、そしてＡＳＥＡＮ各国の帰国留学生会の皆さん、こ

んにちは。日本の外務副大臣の鈴木貴子です。 

 第２６回目となるＡＳＣＯＪＡ総会の開催をお祝い申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症により、海外留学を含む人と人との交流は大きく

制限を受けています。しかし、このような中でも、オンラインなどを活用して交

流を維持することは、新型コロナが収束した後の交流を更に活発にするために

も、とても重要です。ギャン・イーセンＪＵＧＡＳ会長を始め、各国の関係者の

皆さんの、総会開催に向けたご尽力に、心からの敬意を表します。 

現在、国際社会は複雑で多様になっていますが、だからこそ、留学によって、

違いを受け入れ、相手を理解することの大切さを肌で経験した皆様の存在は、ま

すますかけがえのないものとなっています。特に、ＡＳＥＡＮを横断する組織で

あるＡＳＣＯＪＡは、日本留学の経験を通して育まれた友情、信頼、学びを、皆

様と日本との間の「線」としてだけでなく、ＡＳＥＡＮ全体という「面」に広げ

ていく大きな役割を果たしており、日本にとって常に心強い存在です。 

外務省としては、ＡＳＣＯＪＡによるシンポジウム開催やＡＳＣＯＪＡ推薦

の国費留学生のリーダー育成事業を支援しています。今年度開催された、フィリ

ピンとマレーシアでの分野別シンポジウムや、国費留学生による文化紹介事業

「アセアン祭り」は、それぞれ大変好評だったと伺っております。今後もこのよ

うな取り組みを力強く支援し、ＡＳＥＡＮの皆様との友情を更に発展させてい

きたいと思います。 

来年は日本とＡＳＥＡＮの友好協力５０周年の記念すべき年です。５０周年

の機会に、真の友人としての「心と心の触れあう」相互信頼関係の歩みを振り返

り、日・ＡＳＥＡＮ関係を新たなステージに引き上げるために、ＡＳＣＯＪＡを

始め、ＡＳＥＡＮ各国の皆さんと更なる交流の促進に取り組んでいきたいと思

います。 

最後に、「ＡＳＥＡＮと日本のアフターコロナの規範」をテーマとする今回の

総会の成功、そして、何よりも皆さんのご健勝をお祈りして、私の挨拶とさせて

いただきます。 

ありがとうございました。  

（了） 


